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 キーワードの検索
「バッテリー」や「取り付け」などのキーワードを検索することでトピックを探すことができ
ます。Adobe Acrobat Readerを使用して本書をお読みの場合、WindowsではCtrl+F、Macでは
Command+Fを押して検索を開始できます。

 トピックへの移動
目次の全トピック一覧が表示されます。トピックをクリックすると、そのセクションに移動し
ます。

 本書の印刷
本書は高解像度印刷に対応しています。

本マニュアルの使用方法
凡例

重要 ヒントとコツ 参考

初めて使用する前にお読みください
DJITM RC Proをお使いになる前に、以下の資料をお読みください。
1. クイックスタートガイド
2. ユーザーマニュアル
DJI公式サイトにあるすべてのチュートリアルビデオの視聴をお勧めします。初回使用前に、クイッ
クスタートガイドをお読みください。詳細は、このユーザーマニュアルを参照してください。

チュートリアルビデオ
以下のアドレスにアクセスするか、QRコードをスキャンすると、DJI RC Proのチュートリアルビデ
オでDJI RC Proの安全な使用方法の実演を視聴できます。 

https://s.dji.com/guide9
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製品の特徴
はじめに

DJI独自のOCUSYNCTM映像伝送技術の最新版であるO3+伝送技術を搭載したDJI RC Pro送信機は、最大
15 km[1]先から伝送された機体カメラの映像を、ライブHDビューで表示できます。送信機はデュアル伝送に
も対応し、HD動画ダウンリンクを安定化させ信頼性を高めます（日本国内は2.4 GHz帯のみ利用可能）。 
送信機の最大動作時間は、3時間[2]です。

高輝度スクリーン：高輝度1000 cd/m2の5.5インチ内蔵スクリーンは、1920×1080ピクセルの解像度
を誇ります。
複数の接続オプション：Wi-Fi経由でインターネットに接続でき、本製品のAndroid OSにはBluetooth
やGNSSなどの様々な機能が搭載されています。
オーディオ性能と動画性能：送信機はスピーカーを内蔵し、H.264 4K/120fpsおよびH.265 4K/120fps 
の動画撮影に対応。Mini-HDMIポートからの動画出力も対応しています。
拡張ストレージ機能：送信機は、32 GBの内部ストレージを搭載し、写真や動画を保存するために
microSDカードも使用でき、パソコンへのエクスポートが簡単になります。
様々な環境下における信頼性：送信機は、-10℃～40℃の広い温度範囲で正常に動作します。

[1]	 送信機の最大伝送距離は、FCCに準拠している場合で、障害物や電磁波干渉のない区域でMavicTM 3を使
用して機体の高度が約120 mのときに達成した値です。（日本国内では、最大8 km） 

[2]	 最大動作時間は、ラボ環境で試験された値で、参照値です。
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DJI RC Pro

1. 	アンテナ
	 機体制御信号と動画無線信号を中継します。
2. 	戻るボタン
	 1回押すと前の画面に戻ります。2回押すと
ホーム画面に戻ります。

3. 	操作スティック
	 操作スティックを使用して、機体の動きを
制御します。DJI Flyのフライトコントロール
モードを設定します。操作スティックは、
着脱可能で簡単に収納できます。

4. 	Return-to-Home（RTH）ボタン
	 長押しすると、RTHを起動します。再度押
すと、RTHはキャンセルされます。

5. 	飛行一時停止ボタン
	 ボタンを一回押すと機体にブレーキがかか
り、その場でホバリングを行います（GNSS
またはビジョンシステムが利用可能な場合
のみ）。飛行一時停止ボタンには、異なる
インテリジェントフライトモードごとに、
異なる機能があります。詳細については、
機体側の説明書での飛行一時停止ボタンに
関する説明をご参照ください。

6. 	フライトモードスイッチ
	 Cine（シネ）、Normal（ノーマル）、Sport（ス
ポーツ）の３種類のフライトモードを切り替え
ます。

7. 	5Dボタン
	 カメラビュー画面で[設定]→[制御]の順で移動
して、DJI Flyの5Dボタン機能を確認します。

8. 	電源ボタン
	 ボタンを1回押すと、現在のバッテリー残量
を確認できます。1回押し、次に長押しす
ると、送信機の電源オン／オフを切り替え
られます。送信機の電源が入っているとき
に、1回押すと、タッチ画面のオン／オフを
切り替えられます。

9. 	確定ボタン*
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	 1回押して選択を確定します。DJI Flyを使用
している場合は、このボタンは機能しませ
ん。

10. 	タッチ画面
	 画面をタッチして、送信機を操作します。
タッチ画面は防水ではありません。慎重に
操作してください。

11. 	microSDカードスロット
	 microSDカードの挿入に使用します。
12. 	USB-Cポート
	 充電用です。
13. 	Mini HDMIポート 
	 動画の出力用です。
14. 	ジンバルダイヤル
	 カメラのチルトを操作します。
15. 	録画ボタン
	 1回押すと、録画を開始／停止します。
16. 	ステータスLED
	 送信機のステータスを示します。
17. 	バッテリー残量LED
	 送信機の現在のバッテリー残量を表示しま
す。

18. 	フォーカス／シャッターボタン
	 ボタンを半押しするとオートフォーカスが
作動し、全押しすると写真を撮影します。

19. 	カメラ制御ダイヤル
	 ズーム制御用です。

*	後日、カスタムボタンとして利用できるように
なります。機体にリンク時のこのボタンの機能
は、DJI Flyでカスタマイズできます。
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20. 	通気口
	 放熱の際に使用します。使用中は通気口を塞がないでください。
21. 	操作スティック収納スロット
	 操作スティックの収納用です。
22. 	カスタムボタンC1
	 ジンバルの再センタリングとジンバルを下方に向ける機能を切り替えます。この機能はDJI Fly
で設定できます。

23. 	スピーカー
	 音声を出力します。
24. 	カスタムボタンC2 
	 1回押すと、底部補助ライトの点灯／消灯を切り替えます。この機能はDJI Flyで設定できます。
25. 	吸気口
	 放熱の際に使用します。使用中は吸気口を塞がないでください。

20
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送信機の準備
バッテリーの充電
内蔵バッテリーは、出荷前にハイバネーション モードとなっています。はじめて使用する前にバッ
テリーを充電してください。
送信機を完全に充電するには、定格12 Vの推奨USB充電器を使用して約2時間、定格15 Vの推奨USB
充電器を使用して約1時間30分かかります。

電源コンセント  
100～240V

USB充電器

USB-Cケーブル 

	定格12 Vまたは15 VのFCC/CE認定のUSB充電器の使用を推奨します。
	過放電を防止するため、少なくとも3か月に一度はバッテリーを充電してください。バッテリー
は長期間保管すると、消耗します。

取り付け
1. 	操作スティックを送信機の収納スロットから取り外し、所定の位置にねじって取り付けます。
2. 	アンテナを展開します。

収納スロットから
操作スティックを
取り外す

操作スティックを取
り付け、回して固

定する

アンテナを展開する

	操作スティックをしっかりと取り付けてください。

送信機のアクティベーション
初めて使用する前に送信機をアクティベーションする必要があります。アクティベーシ
ョン中に送信機がインターネットに接続できることを確認してください。送信機をアク
ティベーションするには、以下の手順に従ってください。

1. 	送信機の電源を入れます。言語を選択して「次へ」をタップします。利用規約とプライバシーポ
リシーをよく読み、「同意する」をタップします。確認後、国/地域を設定します。

2. 	Wi-Fi経由で送信機をインターネットに接続します。接続したら、「次へ」をタップして続行
し、タイムゾーン、日付、時刻を選択します。

インターネット
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3.	 DJIアカウントでログインします。アカウントを持っていない場合は、DJIアカウントを作成して
ログインしてください。

4.	 アクティベーションページで「アクティベーション」をタップします。
5.	 アクティベーション後、改善プロジェクトに参加するかどうかを選択してください。このプロジ
ェクトは診断情報と使用データを自動送信し、ユーザーエクスペリエンスの向上に役立てること
ができます。DJIによる個人情報の収集はありません。

	アクティベーションに失敗した場合は、インターネット接続を確認してください。インターネッ
ト接続が正常であれば、再試行して送信機をアクティベーションしてください。問題が解決しな
い場合は、DJIサポートにご連絡ください。
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送信機の操作
バッテリー残量の確認
電源ボタンを1回押すと、現在のバッテリー残量を確認します。

電源のオン／オフ
ボタンを押し、再度長押しすると、送信機の電源オン／オフを切り替えられます。

送信機のリンク
使用前に、機体と送信機をリンクしておく必要があります。新しい送信機をリンクするには、以下
の手順に従ってください。

方法1：
1. 	送信機と機体の電源を入れます。
2. 	ステータスLEDが青色に点滅し、送信機のビープ音が鳴るまで、C1、C2、録画ボタンを同時に
押します。

3. 	機体の電源ボタンを4秒以上押し続けます。機体はビープ音を1回鳴らし、リンクの準備ができた
ことを示します。リンクが正常に行われたら、機体でビープ音が2回鳴ります。送信機のバッテ
リー残量LEDが点灯します。

方法2：
1. 	送信機と機体の電源を入れます。
2. 	DJI Flyを起動します。
3. 	カメラビューで をタップし、[制御]を選択し[機体に接続（リンク）]を選択します。
4.	 機体の電源ボタンを4秒以上押し続けます。機体はビープ音を1回鳴らし、リンクの準備ができた
ことを示します。リンクが正常に行われたら、機体でビープ音が2回鳴ります。送信機のバッテ
リー残量LEDが点灯します。

	リンクは、送信機が機体から0.5m以内にある状態で行ってください。
	DJIアカウントを使ってログインするときは、送信機がインターネットに接続していることを確
認してください。

低 高バッテリー
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機体の制御

制御モード
操作スティックを使用して、機体の向き（パン）、前後の動き（ピッチ）、高度（スロットル）、左右の動 
き（ロール）を制御します。各操作スティックの動きに対応する機能は、操作スティックモードの選択に
よって決まります。あらかじめプログラムされている3つのモード（モード1、モード2、モード3）を使用で
き、DJI Flyでカスタムモードを設定することもできます。初期状態のモードはモード2です。あらかじめプ
ログラムされているすべての3つのモードでは、両スティックが中央の位置にある時、機体は一定の向き
でその場でホバリングします。下図を参照して、あらかじめプログラムされている3つのモードの各コント
ロールスティックの機能を確認してください。

Right StickLeft Stick

Turn RightTurn Left

Up

Down

RightLeft

Up

Down

Turn RightTurn Left
RightLeft

Forward

Backward

Left Stick Right Stick

Forward

Backward

Right Stick
Up

Down

Forward

Backward

Left Stick

Turn RightTurn Left

RightLeft

モード2

モード1

モード3

左スティック 右スティック

右スティック

右スティック

前方

後方

左旋回

左旋回

左旋回
左

左

右旋回

右旋回

右旋回
右

右

左スティック

左スティック 前方

後方

上昇

下降

上昇

下降

前方

後方

上昇

下降

左 右
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	送信機が磁気干渉の影響を受けないように、磁性物質から遠ざけてください。
	操作スティックの損傷を避けるため、輸送時や保管時には、操作スティックを取り外して送信機
の収納スロットに入れることをお勧めします。

位置 フライトモード
S スポーツモード
N ノーマルモード
C シネモード

フライトモードスイッチ
このスイッチを切り替えて、フライトモードを選択します。

センターポジション：操作スティックが中心にある状態です。
操作スティックの動き：操作スティックを倒して、中央位置から遠ざけます。

下図は各操作スティックの使用方法を説明しています。例としてモード2を使用しています。

送信機
（モード2） 機体  備考 

Left Stick UP

Down

左スティックを上下に倒して、機体の高度を変
更します。上昇させるにはスティックを上に倒
し、下降させるには下に倒します。スティック
が中央位置から離れるほど、機体の高度変更速
度が速くなります。機体の高度を急激に変えな
いよう、操作スティックは優しくゆっくりと動
かしてください。

Left Stick

Turn RightTurn Left

左スティックを左右に動かして、機体の進行方
向を制御します。スティックを左に倒すと機体
は反時計回りに回転し、右に倒すと時計回りに
回転します。スティックが中央位置から離れる
ほど、機体の回転速度が速くなります。

Right Stick
Forward

Backward

右スティックを上下に倒すと、機体のピッチを変え
られます。スティックを上に倒すと前進し、下に倒
すと後進します。スティックが中央位置から離れる
ほど、飛行速度が上がります。

Right Stick

RightLeft

右スティックを左右に倒すと、機体を左右に移
動できます。左に倒すと左に飛び、右に倒すと
右に飛びます。スティックが中央位置から離れ
るほど、飛行速度が上がります。

左スティック

左スティック

右スティック

右スティック

上昇

下降

左旋回 右旋回

前方

後方

左 右
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ノーマルモード（Nモード）：機体は、GNSSとビジョンシステムおよび赤外線検知システムを利用
して、機体自身の位置を測位し、安定化します。GNSS信号が強いときには機体はGNSSを使用して
機体自身の位置を測位し、安定化を行います。GNSSが弱く、周囲が十分に明るく、その他の環境
条件が十分揃っている場合、機体はビジョンシステムを使用して機体自身の位置を測位し、安定化
を行います。
スポーツモード（Sモード）：スポーツモードでは、機体はGNSSを使用して測位し、敏捷性と速度
に対する機体の反応性が最適化され、操作スティックの動きに対して反応がより機敏になります。
スポーツモードでは障害物検知が無効になることに注意してください。
シネモード（Cモード）：シネモードはノーマルモードに基づいていますが、飛行速度が制限され
るため、撮影中の機体はより安定します。

	様々な種類の機体のフライトモード機能の詳細については、機体のユーザーマニュアルの「フラ
イトモード」のセクションを参照してください。

RTHボタン
RTHを開始するには、送信機からビープ音が鳴るまでRTHボタンを長押しします。再度このボタ
ンを押すと、RTHをキャンセルし機体を制御できるようになります。RTHの詳細については、
「RTH（Return-to-Home：帰還）」セクションを参照してください。

最適な伝送範囲	
機体と送信機間の信号は、アンテナと機体の位置関係が下の図で示すような状態になっているとき
に最も信頼性が高くなります。

最適な伝送範囲は、アンテナが機体の方を向いており、アンテナと送信機の背面との間の角度が180°
または270°である場合です。この図は、オペレーターと機体が遠く離れている状況を示しています。

	送信機と同じ周波数で動作する他のワイヤレス端末を使用しないでください。送信機が信号干渉
を受ける場合があります。

	飛行中において送信信号が弱い場合、DJI Flyにプロンプトが表示されます。アンテナを調整し
て、機体が最適な伝送範囲内にあるようにしてください。
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カメラの操作
送信機でカメラを操作できます。

2 1
3

1

1.	 フォーカス／シャッターボタン
	 半押しでオートフォーカスが作動し、全押しで写真を撮影します。写真モードはDJI Flyで設定で
きます。

2.	 録画ボタン
	 1回押すと、録画を開始／停止します。
3.	 カメラ制御ダイヤル
	 ズームを調整します。

ジンバルの制御
送信機でジンバルを制御できます。
1.	 ジンバルダイヤル
	 ジンバルのチルトを調整します。ダイヤルを時計回りに回転させると、ジンバルはチルトアップ
します。ダイヤルを反時計回りに回転させると、ジンバルはチルトダウンします。

カスタムボタン
カスタムボタンには、C1、C2、C3*、5Dボタンがあります。DJI Flyの[システム設定]に移動し、[制
御]を選択してこのボタンの機能をカスタマイズします。

*	C3ボタンのカスタム機能は、後日対応を予定しています。

C2 C1

C3
5Dボタン
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ステータスLEDとバッテリー残量LEDの説明

1 2

1. ステータスLED
ステータスLEDは、リンクの状態や、操作スティック、バッテリー残量低下、および高温に関する
警告を表示します。

点滅パターン 説明
赤色点灯 機体と未接続
赤色点滅 送信機の温度が高すぎるか、機体のバッテリー残量が低下
緑色点灯 機体と接続完了
青色点滅 送信機は機体にリンク中
黄色点灯 ファームウェア更新に失敗
黄色点滅 送信機のバッテリー残量が低下
水色点滅 操作スティックが中央位置にない

2. バッテリー残量インジケーター 
バッテリー残量インジケーターは送信機のバッテリー残量を表示します。

点滅パターン バッテリー残量
    75%～100%

   50%～75%

  25%～50%

 0%～25%

送信機のアラート
エラーや警告がある場合、送信機は振動またはビープ音を鳴らします。タッチ画面またはDJI Flyにプロンプ​​
トが表示される場合は注意してください。画面上部から下にスライドして、[Do Not Disturb]（サイレント）また
は[Mute]（ミュート）を選択すると、一部のアラートが無効になります。



15 © 2021 DJI All Rights Reserved.  

タッチ画面
ホーム画面

1. 	時間
	 現地時刻を表示します。
2. 	DJI Fly
	 タップすると、DJI Flyを開始します。
3. 	ギャラリー
	 タップすると、保存した写真や動画を確認します。
4. 	ファイル
	 タップすると、保存されたファイルを確認します。
5. 	ブラウザ
	 タップすると、ブラウザを開きます。
6. 	設定
	 タップすると、システム設定に入ります。
7. 	ガイド
	 タップしてガイドを読み、送信機のボタンやLEDについて速やかに確認します。
8. 	Wi-Fi信号
	 Wi-Fiに接続したときのWi-Fiの電波状態を表示します。ショートカット設定で有効／無効を設定
できます。

9. 	バッテリー残量
	 送信機のバッテリー残量を表示します。

4:53

DJI Fly Firefox GuideSettingGallery Files

1 2 3 4 5 6 7 8 9
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操作

ホーム画面上で、画面の下部か
ら右上にドラッグすると、最近
開いたアプリにアクセスできま
す。

ホーム画面以外の画面で、画面
の下部から上にドラッグする
と、最近開いたアプリにアクセ
スできます。

画面の左または右から中央にス
ワイプすると、前の画面に戻り
ます。

画面の下部から上にスワイプす
ると、ホーム画面に戻ります。
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Sat, Mar 3010:12

Wi-Fi

Mobile

Bluetooth

Screenshot

Record Screen

Notifications

Do not distube

Airplane

DJI Fly

Expore skypixel.com
One billion colors captured by the 10-bit Dlog-
M color profile.

11m ago

ショートカット設定

1. 	通知
	 タップするとシステム通知を確認できます。
2. 	最近
	  タップすると最近開いたアプリを確認できます。
3. 	ホーム
	  タップするとホーム画面に戻ります。
4. 	システム設定
	  タップすると、システム設定にアクセスします。
5. 	ショートカット
 	 ：タップしてWi-Fiを有効または無効にします。長押しして設定画面に移動し、Wi-Fiネットワ
ークを接続または追加します。

 	 ：タップしてBluetoothを有効または無効にします。長押しすると、設定画面に移動し、近くの
Bluetoothデバイスと接続します。

 	 ：タップして[Do Not Disturb]モードを有効にします。このモードでは、システムプロンプトが
無効になります。

 	 ：タップして画面収録を開始します。収録中は、画面に記録時間が表示されます。録画を停止
するには、「停止」をタップします。

 	 ：タップして画面のスクリーンショットを撮ります。
 	 ：モバイルデータ。
 	 ：タップすると、[機内モード]が有効になります。Wi-Fi、Bluetooth、モバイルデータ通信が無
効になります。

6. 	明るさの調整
	 ：アイコンがハイライトされている場合、画面は自動明るさモードになっています。このアイ
コンをタップするかバーをスライドすると、アイコンが手動明るさモードに切り替わります。

7. 	音量の調整
	 バーをスライドすると音量が調整され、 をタップするとミュートします。

2 3 4

5

7

6

1
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ボタンの組合せ
ボタンの組合せを使用して、頻繁に使用する機能を有効化することができます。ボタンの組合せを
使用するには、戻るボタンを押しながら、他のボタンを押します。

利用可能なボタンの組み合わせの確認
送信機の電源を入れて、ホーム画面に入り、[ガイド]をタップしてボタンの組み合わせを確認します。

ボタンの組合せを使用
ボタンの組合せの機能は変更できません。以下の表には各ボタンの組合せの機能が記載されていま
す。この機能の使用時には戻るボタンを押しながら、他のボタンを押します。

ボタンの組合せ 説明
戻るボタン + ジンバルダイヤル 明るさの調整
戻るボタン + カメラ制御ダイヤ
ル

音量の調整

戻るボタン + 録画ボタン 画面収録
戻るボタン + シャッターボタン スクリーンショット
戻るボタン + 5Dボタン 上 - ホーム、下 - ショートカット設定、左 - 最近使用したアプリ

DJI Flyアプリ
ホーム画面で[DJI Fly]をタップして、飛行状況の確認、飛行パラメーターやカメラパラメーターの設
定を行います。DJI RC Proは様々な機体に対応する予定で、DJI Flyの画面は機体モデルによって多
少異なる場合があります。詳細については、その機体のユーザーマニュアルの「DJI Flyアプリ」の
セクションを参照してください。

明るさの調整

音量の調整

スクリーンショット

画面収録

ホーム
ショートカット設定
最近使用したアプリ

[戻る]を押し、操作
ショートカットに対
応するボタンを押

します

各ボタンの機能
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高度な機能
コンパスのキャリブレーション
電波干渉のある場所で送信機を使用した後は、コンパスのキャリブレーションが必要な場合があり
ます。送信機のコンパスをキャリブレーションする必要がある場合、警告プロンプトが表示されま
す。警告メッセージをタップし、キャリブレーションを開始してください。それ以外の場合は、以
下の手順に従い送信機のキャリブレーションを行います。
1. 	ホーム画面に移動します。
2. 	[設定]を選択し、下にスクロールして、[コンパス]をタップします。
3. 	画面の図に従って、送信機のキャリブレーションを行います。
4. 	キャリブレーションが成功した場合、ユーザーはプロンプトを受信します。

HDMI設定
送信機のHDMIポートに接続すると、タッチ画面を外部ディスプレイに画面共有できます。解像度
は、[設定]、[ディスプレイ]、[高度HDMI]の順に入力して設定できます。

ファームウェア更新
DJI Flyの使用

1. 	送信機の電源を入れて、インターネットに接続されていることを確認します。
2. 	DJI Flyを起動します。新しいファームウェアが利用可能な場合、プロンプトが表示されます。プ
ロンプトをタップして更新画面に入ってください。

3. 	最新のファームウェアをダウンロード後、更新が自動的に開始されます。
4. 	更新が完了すると、送信機は自動的に再起動します。

	更新する前に、送信機のバッテリー残量が20％以上あることを確認してください。
	更新には約15分かかります。更新中は、送信機またはパソコンがインターネットに接続している
ことを確認してください。
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付録
仕様

O3+

動作周波数範囲  2.400～2.4835 GHz、5.725～5.850 GHz* 
最大伝送距離
（障害物、電波干渉のない場合） 15 km (FCC)、8 km (CE/SRRC/MIC（日本）) 

伝送電力（EIRP） 2.4 GHz：≤33 dBm (FCC)、<20 dBm (CE/SRRC/MIC（日本）) 
5.8 GHz：<33 dBm（FCC）、<14 dBm（CE）、<23 dBm（SRRC）

Wi-Fi

プロトコル 802.11a/b/g/n/ac/ax
2×2 MIMO 

動作周波数範囲 2.400～2.4835 GHz、5.725～5.850 GHz* 

伝送電力（EIRP） 2.4 GHz：≤26 dBm (FCC)、<20 dBm (CE/SRRC/MIC（日本）)
5.8 GHz：<26 dBm（FCC/SRRC）、<14 dBm（CE）

Bluetooth
プロトコル Bluetooth 5.1 
動作周波数範囲 2.400～2.4835 GHz 
伝送電力（EIRP） < 8 dBm

一般 
バッテリー Li-ion (5000 mAh @ 7.2 V) 
充電タイプ 定格12 Vまたは15 VのUSB充電器の使用を推奨
定格出力 12 W 
ストレージ容量 ROM 32 GB + microSDカードを使用した拡張ストレージ 

充電時間 2時間（定格12 VのUSB充電器を使用）
1.5時間（定格15 VのUSB充電器を使用）

動作時間 3時間
動画出力ポート Mini HDMIポート 
動作環境温度範囲 -10℃～40℃

保管環境温度範囲
1ヶ月未満：-30℃～60℃  
1〜3ヶ月：-30℃～45℃ 
3～6ヶ月：-30℃～35℃  
6ヶ月超：-30℃～25℃

充電温度範囲 5℃～40℃
対応機体モデル** DJI Mavic 3
GNSS GPS+GLONASS+Galileo
重量 約680 g 
モデル RM510

* 	 5.8 GHzは、地域の規制により一部の国ではご利用いただけません。（日本は2.4 GHz帯のみ利用可能） 
** 	DJI RC Proは、今後、DJIの他のドローンモデルにも対応する予定です。公式サイトで最新情報をご確認
ください。



本書についてご質問がある場合は、以下にメッセージを送信
してDJIまでお問い合わせください。DocSupport@dji.com

DJIは、DJIの商標です。
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DJI サポート
http://www.dji.com/support

本内容は変更されることがあります。

最新版は下記よりダウンロードしてください

https://www.dji.com/rc-pro/downloads
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